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編集後記  
 

『思考と対話』第 8 号を刊行いたします。  

2025 年 7 月 17 日に第 7 号を発行した後、2025 年 12 月 10 日の第 8 号の投稿締め切りま
でに、「論文」19 本、「報告」1 本が投稿されました。編集委員会による厳正な審査（査読）
を経て、そのうち「論文」4 本が今号に掲載されることになりました。  

これらに加えて、今号より新たにスタートした「特集」として、「海外の哲学プラクティ
ス」に関する報告記録原稿 2 本を掲載しています。また、2025 年 9 月 21 日に南山大学に
おいて開催された日本哲学プラクティス学会シンポジウム「哲学プラクティスと多様な方
法――哲学ウォーク、ソクラティク・ダイアローグ、トラウマを抱えた人々との対話――」
に関する報告原稿 4 本も掲載しています。  

原稿をご投稿・ご寄稿くださったすべてのみなさまに、深く感謝申し上げます。  

次号（第 9 号）の投稿締め切りは、2026 年 11 月末の予定です。引き続き、多くのみな
さまからのご投稿をお待ちしております。  

 

日本哲学プラクティス学会 編集委員会  

委員長 土屋  陽介  


